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藤
田
幸
一

特 集特 集

貧
困
問
題・食
料
事
情

　

貧
困
問
題
を
論
ず
る
に
当
た
り
、
最
も
基
礎
的

な
指
標
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
一
人
当
た
り
国
民

所
得
、
特
に
購
買
力
平
価
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
で
測
っ
た

そ
れ
で
あ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
推
計
で
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
二
〇
〇
五
年
の
一
人
当
た
り
国
民

所
得
は
二
一
七
ド
ル
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
四
三
〇
ド
ル
、
ベ
ト
ナ

ム
の
六
二
〇
ド
ル
、
あ
る
い
は
南
ア
ジ
ア
の
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
四
七
〇
ド
ル
を
大
幅
に
下
回
っ
て

い
る
。
ア
ジ
ア
開
銀
推
計
で
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
一

人
当
た
り
国
民
所
得
は
不
明
な
の
で
、
世
界
銀
行

の
推
計
（
二
〇
〇
六
年
）
で
み
る
と
、
ラ
オ
ス

二
〇
五
〇
ド
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
二
九
二
〇
ド
ル
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
二
三
四
〇
ド
ル
、
ベ
ト
ナ
ム

三
三
〇
〇
ド
ル
で
あ
る
が
（
ち
な
み
に
タ
イ
は

九
一
四
〇
ド
ル
、
日
本
は
三
万
三
一
五
〇
ド
ル
）、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
の
推
計
値
は
存
在
し
な
い

（
参
考
文
献
⑦
）。
後
述
す
る
よ
う
な
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
お
け
る
物
価
の
著
し
い
低
さ
を
考
慮
す
る
と
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
表
示
で
は
一
人
当
た
り
所
得
が
二
一
七
ド

ル
を
大
幅
に
上
回
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
（
た

だ
し
低
所
得
国
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
確
実
）、
周

辺
諸
国
と
の
比
較
が
で
き
な
い
の
は
残
念
な
こ
と

で
あ
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ビ
ル
マ
式
社
会

主
義
時
代
の
末
期
、
一
九
八
七
年
二
月
に
、
経
済

的
疲
弊
に
あ
え
ぐ
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
国
連
に
対
し

て
最
後
発
途
上
国
（
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
）
申
請
を
行
い
、

ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
の
失
敗
を
公
式
に
認
め
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
、

一
九
八
八
年
九
月
、
盛
り
上
が
る
民
主
化
運
動
を

力
で
押
さ
え
つ
け
、
権
力
を
掌
握
し
た
国
軍
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
全
土
を
軍
政
下
に
お
き
、
矢
継
ぎ
早

に
経
済
改
革
に
乗
り
だ
す
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
以
来
今
日
ま
で
二
〇
年
に
も
及
ぶ
軍

政
下
で
、
国
民
の
生
活
水
準
が
ど
う
変
化
し
た
の

か
、
特
に
貧
困
層
の
動
向
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
正
確
な
動
向
を
語
る

に
は
あ
ま
り
に
デ
ー
タ
や
資
料
が
不
足
し
て
い
る
。

部
分
的
で
、
か
つ
大
ま
か
な
ス
ケ
ッ
チ
に
と
ど
ま

る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

●
最
貧
困
層
と
し
て
の
農
業
労
働
者

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
人
口
の
七
割
以
上
が
農
村
に

居
住
す
る
農
業
国
で
あ
る
。
工
業
化
は
遅
れ
、
農

村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
も
限
ら
れ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
都
市
の
ス
ラ
ム
街
も
未
発
達
で
あ

る
。
一
方
、
農
村
部
の
土
地
分
配
は
か
な
り
不
平

等
な
構
造
に
あ
り
、
特
に
全
く
の
土
地
な
し
世
帯

が
農
村
に
分
厚
く
滞
留
し
て
い
る
。
し
か
も
、
土

地
貸
借
が
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
中
で
、
彼
ら

の
存
在
形
態
は
小
作
人
で
は
な
く
農
業
労
働
者
で

あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
最
貧
困
層
と
い
え
ば
、
何

と
い
っ
て
も
、
推
定
で
農
村
世
帯
の
三
～
四
割
を

占
め
る
と
み
ら
れ
る
（
参
考
文
献
③
）、
こ
う
し

た
土
地
な
し
農
業
労
働
者
層
な
の
で
あ
る
。

　

土
地
な
し
農
業
労
働
者
世
帯
の
滞
留
構
造
の
起

源
は
、
英
領
植
民
地
時
代
に
あ
る
。
一
九
五
〇
年

代
の
土
地
改
革
を
経
て
も
、
こ
う
し
た
構
造
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。
国
家
が
没
収
し
た
農
地
が
限
ら

れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
土
地
な
し
層

へ
の
再
分
配
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が
非
常
に
低

か
っ
た
か
ら
で
あ
る（
参
考
文
献
②
）。
し
た
が
っ

て
、
土
地
な
し
農
業
労
働
者
層
は
、
英
領
植
民
地

時
代
か
ら
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
時
代
を
経
て

一
九
八
八
年
以
降
今
日
に
至
る
現
政
権
の
時
期
ま

で
、
変
わ
ら
ず
社
会
の
最
低
辺
層
と
し
て
存
在
し

続
け
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

彼
ら
は
、
年
雇
や
季
節
雇
、
あ
る
い
は
臨
時
雇

と
し
て
農
家
に
雇
わ
れ
て
生
計
を
立
て
て
き
た
。

英
領
植
民
地
時
代
か
ら
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
時
代

を
通
じ
て
、
彼
ら
は
、
賃
金
を
現
物
の
籾
で
も
ら
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う
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
年
雇
や
季
節

雇
の
場
合
、
住
居
や
食
事
が
つ
く
ほ
か
、
一
カ
月

当
た
り
約
一
〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
は

約
二
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
籾
が
支
給
さ
れ
、
臨
時

雇
（
男
）
の
場
合
は
、
一
日
当
た
り
一
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
籾
（
軽
食
つ
き
）
が
標
準
だ
っ
た
よ
う
で
、

断
片
的
な
資
料
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
水
準
は
長

ら
く
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
参

考
文
献
③
）。
ま
た
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
の
時
代

に
は
、
米
作
農
家
以
外
の
一
般
消
費
者
に
対
し
て

コ
メ
配
給
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
通
常
年
の

場
合
、一
二
歳
以
上
の
大
人
で
月
々
六
ピ
ィ
ー（
約

一
二・六
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、
一
二
歳
未
満
の
子
供
で

三
～
四
ピ
ィ
ー（
約
六・三
～
八・四
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
コ
メ
が
安
価
（
自
由
市
場
価
格
の
約
半
分
、

一
九
七
八
年
か
ら
一
〇
年
間
は
据
え
置
き
）
で
配

給
さ
れ
た
（
参
考
文
献
①
）。
も
ち
ろ
ん
土
地
な

し
農
業
労
働
者
世
帯
も
、
コ
メ
配
給
制
度
の
対
象

で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
社
会
主
義
時
代
に
は
、

土
地
な
し
農
業
労
働
者
と
い
っ
て
も
、
少
な
く
と

も
主
食
の
コ
メ
は
十
分
に
確
保
で
き
る
制
度
や
農

村
慣
習
に
守
ら
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
社
会
主
義
末
期
の
一
九
八
七
年
九
月
の

農
産
物
流
通
自
由
化
が
、
以
上
の
よ
う
な
構
造
が

一
変
す
る
一
大
転
機
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第

一
に
、
コ
メ
供
出
制
度
の
大
幅
な
縮
小
に
伴
い
、

軍
人
や
公
務
員
を
除
き
、
コ
メ
配
給
制
度
が
廃
止

さ
れ
た
。
第
二
に
、
農
産
物
流
通
自
由
化
を
契
機

に
米
価
が
高
騰
し
続
け
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
農
村

の
賃
金
支
払
い
制
度
が
現
物
か
ら
現
金
へ
と
急
速

に
移
行
し
、
か
つ
賃
金
上
昇
率
が
米
価
上
昇
率
を

下
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
七

年
か
ら
一
〇
年
経
つ
か
経
た
な
い
か
と
い
う
短
期

間
に
、
農
業
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
約
四
〇
％
に

も
及
ぶ
大
幅
な
低
下
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
（
参

考
文
献
③
）。

　

他
方
、
農
産
物
価
格
の
上
昇
の
景
気
に
わ
い
た

の
が
、
農
家
層
で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
時
代
に
は

あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
二
毛
作
も
、
輸
出
向
け

の
豆
類
を
中
心
に
大
き
く
広
が
っ
た
。
農
家
所
得

は
順
調
に
伸
び
た
が
、
他
方
で
は
、
上
記
の
よ
う

に
農
業
労
働
者
の
所
得
は
低
迷
（
な
い
し
低
下
）

し
、
社
会
主
義
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

か
っ
た
農
村
所
得
格
差
が
、
大
き
く
広
が
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
経
過
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農
業

労
働
者
層
の
実
質
賃
金
は
、
一
日
の
賃
金
で
購
入

で
き
る
コ
メ
の
量
（
コ
メ
賃
金
）
で
測
る
と
四
～

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
、
イ
ン
ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
並
み
の
低
水
準
ま
で
落
ち
込
ん
だ
（
参
考
文

献
③
）。
ま
た
市
場
為
替
レ
ー
ト
で
ド
ル
換
算
し

た
賃
金
は
、
一
日
当
た
り
〇・六
～
〇・七
ド
ル
と

い
う
に
わ
か
に
は
信
じ
難
い
低
水
準
（
イ
ン
ド
や

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
も
一
～
一・
五
ド
ル
）
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

し
か
し
、
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農
業
労
働
者
が

恐
る
べ
き
貧
困
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
と
い

え
ば
、
少
な
く
と
も
外
見
上
、
そ
う
で
は
な
い
。

い
か
に
も
か
ら
だ
を
「
酷
使
」
し
て
き
た
と
わ
か

る
イ
ン
ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
農
業
労
働
者
を

知
る
者
に
と
っ
て
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農
業
労
働

者
は
、
確
か
に
資
産
保
有
と
い
う
点
で
は
「
赤
貧

洗
う
が
如
し
」
と
い
う
状
況
に
は
あ
る
も
の
の
、

明
ら
か
に
血
色
が
よ
く
、
健
康
そ
う
で
あ
る
。
な

ぜ
な
の
か
。
以
下
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
経
済
政

策
（
特
に
農
業
政
策
）
と
関
連
さ
せ
て
考
察
し
て

み
た
い
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
行
政
府
は
、「
政
治
」、「
経

済
」、「
社
会
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
ず
つ
の

国
家
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
経
済
」

の
第
一
項
目
は
、「
農
業
の
発
展
を
基
本
と
し
、

経
済
の
他
部
門
の
全
般
的
発
展
を
も
追
求
す
る
こ

と
」（D

evelopm
ent of agriculture as the 

base and all-round developm
ent of oth-

er sectors of the econom
y as w

ell

）
と

い
う
、
農
業
重
視
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
農
業
重
視
と
い
っ
て
も
農
民
の
所
得
向
上
を

ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
誤
解
を
恐
れ
ず

は
っ
き
り
言
え
ば
、
農
産
物
の
増
産
至
上
主
義
で

あ
り
、
特
に
国
民
の
食
生
活
上
重
要
な
コ
メ
や
油

糧
種
子
の
増
産
至
上
主
義
（
農
民
に
対
す
る
作
付

強
制
）
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
た
食
料
の
低
価
格

政
策
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
政
策
は
一
定
程
度
効

を
奏
し
、（
国
際
価
格
に
比
し
て
）
食
料
の
低
価

格
状
況
が
実
現
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
内
米
価
は
、（
先
に

急
騰
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
の
）
国
際

米
価
の
約
五
割
の
水
準
を
上
下
し
て
い
る
（
参
考

文
献
⑤
）。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
農
産
物
（
特
に
主
食
作

物
）
の
低
価
格
は
、
国
民
の
あ
る
種
「
豊
か
な
」

食
生
活
を
保
障
す
る
一
つ
の
重
要
な
条
件
で
あ
る

（
も
う
一
つ
の
重
要
な
条
件
は
お
そ
ら
く
、「
豊
か

特 集特 集
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な
」
自
然
に
恵
ま
れ
、「
副
食
」
が
少
な
か
ら
ず
、

市
場
を
通
さ
ず
入
手
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
）。
そ
れ
は
最
低
辺
層
の
農
業
労
働
者
も

同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
市
場
為
替
レ
ー

ト
で
換
算
し
た
際
の
「
極
貧
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
ら
は
健
康
そ
う
に
見
え
た
（
実
際
に
、健
康
！
）

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

●「
豊
か
な
」食
生
活
と
質
素
な
非
食
生
活

　

表
１
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
家
計
支
出
、
特
に
食

料
支
出
構
造
を
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
（
参
考
文
献
④
）。
ま
ず
第
一
に
注
目

し
た
い
点
は
、
市
場
為
替
レ
ー
ト
で
換
算
し
た
一

人
当
た
り
家
計
支
出
額
を
み
る
な
ら
ば
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
方
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
よ
り
も
高
く
、
農

村
で
約
一・
二
倍
、
都
市
で
一・
五
～
一・
七
倍
の

差
が
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に

述
べ
た
市
場
為
替
レ
ー
ト
で
比
較
し
た
両
国
の
所

得
水
準
の
差
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
に

注
目
さ
れ
る
点
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
エ
ン
ゲ
ル
係

数
は
七
〇
％
を
超
え
る
高
さ
で
あ
り
、
一
九
九
〇

年
代
前
半
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
同
水
準
に
あ
る

と
い
う
事
実
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
両
国
の
比
較

に
は
十
分
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
を
構
成
す
る
飲
食
費
項

目
の
内
訳
を
見
れ
ば
、
両
国
に
大
き
な
差
が
認
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
穀
物

（
大
部
分
は
コ
メ
）
の
割
合
が
非
常
に
高
く
、
ま

た
乳
・
乳
製
品
、
タ
バ
コ
も
高
く
な
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
穀
物
（
同
じ
く
コ
メ

が
大
部
分
を
占
め
る
）
の
割
合
が
小
さ
い
分
だ
け
、

油
脂
、
魚
介
類
、
肉
、
卵
、
飲
料
、
そ
の
他
（
外

食
を
含
む
）
の
シ
ェ
ア
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
国
は
エ
ン
ゲ

ル
係
数
で
は
ほ
ぼ
同
水
準
で
あ
る
が
、
飲
食
費
の

構
成
比
を
み
る
と
、
所
得
水
準
で
豊
か
な
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
方
が
主
食
の
コ
メ
に
偏
り
、
油
脂
、

魚
介
類
、
肉
、
卵
、
飲
料
な
ど
へ
の
多
様
化
に
乏

し
い
、
貧
し
い
食
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
逆
説
的
な
事
実
の
背
景
に

あ
る
構
造
は
、
両
国
に
お
け
る
「
食
料
」
価
格
の

差
な
の
で
あ
る
。

　

国
連
食
料
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
食
糧
需
給

表
（Food Balance Sheet

）
に
基
づ
く
分
析

に
よ
れ
ば
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
食
生
活
は
ア
ジ

ア
域
内
最
低
の
水
準
に
あ
る
。ま
た
、ミ
ャ
ン
マ
ー

は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
よ
り
も
か
な
り
高
く
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
似
た
水
準
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
（
参
考
文
献
④
）。
冒
頭
に
述

べ
た
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
か
な
り
の
格
差

の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
二
〇
〇
一
年

現
在
で
も
七
〇
％
を
超
え
て
い
る
と
い
う
事
実

（
表
１
）
は
、
裏
返
せ
ば
、
非
食
料
支
出
が
い
か

に
貧
困
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ

は
、
家
庭
に
お
け
る
耐
久
消
費
財
の
普
及
率
の
貧

困
と
し
て
、
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
参
考
文

献
④
）。
す
な
わ
ち
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
一
九
九
七

年
所
得
家
計
支
出
調
査
に
よ
れ
ば
、
農
村
部
で
の

耐
久
消
費
財
の
普
及
率
は
、
自
転
車
五
三・
八
％
、

ラ
ジ
カ
セ
二
六・
一
％
を
除
け
ば
、
ミ
シ
ン

一
三・
六
％
、
テ
レ
ビ
一
二・
九
％
、
ア
イ
ロ
ン

三・
八
％
、
扇
風
機
二・
三
％
、
炊
飯
器
二・
二
％
、

モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
一・七
％
、
冷
蔵
庫
〇・四
％
な

ど
と
、
き
わ
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
（
こ
れ

に
対
し
て
都
市
部
の
状
況
は
相
対
的
に
よ
く
、
自

転
車
六
一・〇
％
、
ラ
ジ
カ
セ
三
九・九
％
、
ア
イ

ロ
ン
三
七・一
％
、
テ
レ
ビ
三
五・八
％
、
扇
風
機

二
八・
九
％
、
炊
飯
器
二
七・
一
％
、
ミ
シ
ン

二
三・三
％
、
冷
蔵
庫
一
〇・五
％
、
モ
ー
タ
ー
バ

イ
ク
七・
三
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
）。
さ
ら
に
、

農
村
の
電
化
率
は
わ
ず
か
一
七・
七
％
（
た
だ
し
、

加
え
て
バ
ッ
テ
リ
ー
使
用
世
帯
は
三
二
％
に
達
す

表１　家計支出調査からみたミャンマー・バングラデシュ比較
ミャンマー バングラデシュ

1997 2001 1991-92 2000
農村 都市 農村 都市 農村 都市 農村 都市

1人1ヵ月当たり家計支出
� （kyat/taka）2,461 2,925 5,122 6,309 470 684 653 1,098

為替レート 240 kyat/$ 550 kyat/$ 38.2 taka/$ 57.4 taka/$
1人1ヵ月当たり家計支出
� （US$）10.25 12.19 9.31 11.47 12.31 17.89 11.37 19.13 

都市・農村格差 1.19 1.23 1.45 1.68 
エンゲル係数� （%） 73.6 69.2 73.8 70.4 73.4 64.1 64.6 54.2
飲食費項目の内訳� （%）

穀物 21.9 15.6 17.5 12.5 39.7 27.1 28.3 16.7
豆類 1.7 1.6 2.0 2.2 2.1 2.6 1.9 2.0
油脂 9.5 8.2 8.6 7.7 2.7 3.0 2.4 2.2

香辛料・調味料 4.3 3.6 4.2 3.1 5.2 4.6 4.8 3.9
砂糖類 2.8 1.3 0.4 0.6 1.0 1.2 0.8 0.9
魚介類 7.0 7.9 10.9 10.2 6.3 7.5 7.9 7.0
ンガピ 2.3 1.5 1.8 1.3 － － － －

肉 6.8 7.3 8.8 11.9 1.9 2.7 2.6 4.4
卵 1.3 1.5 2.2 2.6 0.8 0.7 0.8 1.1

乳・乳製品 0.3 0.7 0.4 0.6 1.5 1.9 1.8 1.8
野菜 5.7 4.8

7.3 7.1
5.8 6.3 6.5 4.9

果物 1.5 1.9 0.7 0.9 1.5 1.8
飲料 1.6 1.6 1.7 1.0 0.8 1.4 0.2 0.4

タバコ 1.2 1.0 0.8 0.6 4.6 3.7 3.4 2.9
その他 5.8 9.5 6.1 8.1 0.4 0.9 2.2 4.2
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る
）、「
良
好
な
」
水
源
が
あ
る
世
帯
は

三
一・
二
％
、
燃
料
に
薪
や
炭
を
使
っ
て
い
る
世

帯
は
九
六・
七
％
に
も
達
す
る
の
で
あ
る
（
都
市

で
は
、
電
化
率
七
一・六
％
、「
良
好
な
」
水
源
が

あ
る
世
帯
六
七・
九
％
、
燃
料
に
薪
や
炭
を
使
っ

て
い
る
世
帯
は
五
七・七
％
）。
食
料
以
外
の
支
出

項
目
で
は
、
特
に
農
村
部
に
お
い
て
非
常
に
貧
困

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

れ
は
、
市
場
為
替
レ
ー
ト
換
算
で
の
低
所
得
水
準

か
ら
し
て
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。

●
結
論
と
追
記

　

結
論
を
強
い
て
一
言
で
い
う
な
ら
ば
、
次
の
よ

う
に
な
ろ
う
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
一
九
八
八
年
以
降

の
「
市
場
自
由
化
政
策
」
を
経
過
し
て
も
、
な
お

か
つ
市
場
化
は
不
完
全
で
あ
り
、
特
に
食
料
部
門

で
国
内
価
格
は
国
際
価
格
よ
り
も
非
常
に
低
い
構

造
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
食
料
摂
取

と
い
う
点
で
は
か
な
り
満
足
で
き
る
水
準
を
維
持

し
て
お
り
、
社
会
の
最
低
辺
に
い
る
農
村
土
地
な

し
農
業
労
働
者
層
で
も
、
イ
ン
ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
農
業
労
働
者
層
よ
り
も
栄
養
摂
取
が
高
い
。

そ
し
て
一
つ
に
は
、
そ
う
い
う
構
造
の
存
在
ゆ
え

に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
軍
政
は
、
二
〇
年
も
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
国
民
の
非
食
料
支
出
は
、
社
会
主
義

時
代
よ
り
は
改
善
し
た
と
は
思
わ
れ
る
が
、
相
変

わ
ら
ず
の
貧
困
状
態
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
中
で
、
農
村
内
部
の
所
得
格
差
は
明
確

に
拡
大
し
た
と
思
わ
れ
る
。
農
家
層
は
、
農
産
物

価
格
の
上
昇
や
二
毛
作
化（
あ
る
い
は
二
期
作
化
）

に
よ
っ
て
所
得
を
増
加
さ
せ
た
一
方
、
農
業
労
働

者
層
は
、
年
間
雇
用
日
数
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら

ず
実
質
賃
金
の
低
下
に
よ
り
、
所
得
は
停
滞
な
い

し
低
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
ほ
ぼ
三
年
ぶ
り
の
最
新
の
現
地
調
査

（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

に
言
及
し
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
ろ
う
。
第
一
に
、

物
価
が
き
わ
め
て
高
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
実
感
と
し
て
は
三
年
前
に
比
べ
て
ほ
ぼ
倍
増

し
た
感
が
し
た
。
第
二
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

対
ド
ル
の
市
場
為
替
レ
ー
ト
が
安
定
的
で
、
ほ
ぼ

三
年
前
と
同
じ
水
準
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
以
上
の
二
つ
の
事
実
を
総
合
す
る
と
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
通
貨
（
チ
ャ
ッ
ト
）
の
実
質
為
替
レ
ー

ト
が
対
ア
メ
リ
カ
・
ド
ル
で
約
二
倍
に
上
昇
し
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
事
実
は
、
最
近
に
お
け
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
天
然
ガ
ス
輸
出
の
激
増
の
影
響
で
は
な
か
ろ
う

か
。
天
然
ガ
ス
輸
出
の
激
増
の
た
め
に
、
実
質
為

替
レ
ー
ト
が
大
幅
に
上
昇
し
、
農
業
労
働
者
の
賃

金
率
も
、
イ
ン
ド
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
並
み
の
一

日
当
た
り
一
～
一・五
ド
ル
へ
と
上
昇
し
た
。ミ
ャ

ン
マ
ー
で
は
お
そ
ら
く
、
天
然
ガ
ス
以
外
の
輸
出

品
目
の
国
際
競
争
力
が
落
ち
、
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
る
と
思
わ
れ
、ま
た
、縫
製
（garm

ent

）

産
業
も
賃
金
率
高
騰
で
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。
い
わ
ゆ
る
「
オ
ラ
ン
ダ
病
」

が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
襲
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

（
ふ
じ
た　

こ
う
い
ち
／
京
都
大
学
東
南
ア

ジ
ア
研
究
所
教
授
）
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